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～2007年度　地域別人権懇話会を終えて～ 
美波町人権教育協議会より 

 
　昨年10月12日から1月25日にかけて、美波町19会場で地域別人権懇話会を開催させていただき
ました。ご多用のなか458名の方にご参加いただき、人権問題について和やかな雰囲気で話し合いがで
きました。ご協力ありがとうございました。 

　　今年度は、昨年度に比べ住民の方の参加が増え、うれしく思っています。今後も身の回りの人権問題
について活発に話し合い、一人ひとりが理解し合い、人権意識を高めていきたいと考えています。毎年、
回数を重ねることが大事だと思っています。地域別人権懇話会について、ご意見がありましたら美波町人
権教育協議会までご連絡ください。 

（連絡先：日和佐公民館　☎77－0028） 

●個を大事にすること→アサーションは自分だけ

でなく、相手も大事にすることだと気づきました。 

（50代　女性） 

●アサーティブな会話がたくさんの人ができるよ

うになったらいいなと思いました。自分の生活

にも生かしていきたいです。　（30代　男性） 

●自分は攻撃的な自己表現が多いので、それを自

覚して、アサーティブな表現ができるように努

力したい。　　　　　　　　　（40代　男性） 

●最後の肩もみ、とても気持ちよかった。また、

明日も頑張れそうです。　　　（40代　男性） 

●自分を大事にする人は人にも優しくなれるとい

うのが、一番良かった。　　　（60代　女性） 

●とても楽しく勉強できてよかったです。もっと

もっとたくさんの方に参加してもらって、この

研修を体験してもらいたいです。（40代　女性） 

●木岐出身の中林ナカさんの話、初めて知りました。

由岐からこんなに強い人が出ていたんですね。

郷土の誇りです。　　　　　　（60代　女性） 

●当たり前と思っていたことが、そうでないのだ

なあと思った。なかなか言葉に出すことができ

ない。やはり、言うことはちゃんと口に出すと

分かり合えるかも。　　　　　（60代　女性） 

●女の仕事、男の仕事、家事の分担等、家では考

えてもみなかった。考えるきっかけになりそう。 

（50代　男性） 

●毎年この研修をすることによって、新しい発見、

また、自分を見直す機会になっている。 

（50代　女性） 

●世代、職種も違う人と話せる機会です。ＶＴＲ

も講話もいいのですが、もっと話す時間がもて

ればいいなあと感じました。お互いの考えを知

るチャンス（自分を知る）になりました。 

（40代　女性） 

●各回ごとに目的がはっきりしないような気がする。

自分から進んでこの会に出て行くような会にし

て欲しい。　　　　　　　　　（60代　男性） 

●毎年参加しているが、参加者が固定化している

ように思う。もっと底辺の拡大が必要であると

思います。　　　　　　　　　（60代　男性） 

●内容が多く、時間が短く感じられました。もう

少しゆったりした時間配分にして欲しいです。

やや、あわただしいです。　　　（30代　女性） 

感 想  


